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摘 要

現行の工菜雌雄を州プJ柏で他用する場合,果して,別行yJ汝にufろ色相 二で充分な1)や○

これを破る甥に.比較的前週EAl,苅淵皮下に爆甥 rlイナヤイT-及即淡僻 )を貯鼓し

て,その靴 の兄枕 を位した この柑 鈷発かLD ln '罪勝幣.柑こ蹄雌 は.現在

の礎ではtll何に心娘を完全に施すも.杓方向としては不iS偶と瓜は11.ES冗1イナマイ

トに在っても漁は舛行色好方y:{･は不完全であり,班別のため宮に特別包鮭をなす必畢

ありと考-られる
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rl拭捻肺作並にせ瞭肪仲の考察 JV bt的搬 上I)の考が
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Til'舟糾 也に於ける斌i且並に似腔を,統計的に正肺に氾る都Etl雌なるをはて,現行包装方汝に

紋る僻 の防漣摂政では,輔方向としては不充分た わと,_一招ICri断定 し耗さも,全般的に見

てJW也に放ける上りもk'盆なる防姓と率する耕払 容易に甘付される

碑石の臨界損度1■は,30℃ に放て 905%',JO.oC に於ては S79% であるか ら,之を配合 し

た終ダイナマイトも,このlt且庇に於てこれ以上の洩庶ある虚に,長時間故鑑 さる1時は滞爽吸

娘t'するものと考-ねばならぬ 硝方地政に於てこの埋鹿のia,繊度は(,it易にAT像せ られる由

なれば,-鰍 亡は吸渦tt･なしと埠-られて居る前記捜ダイナマイT.ち,f好方向とする葛食には

牛紺 か⊂防漁包袋 を施す必軍ある如 く臥はれる 孝択抜では銀,桐ダイナマイt及碑安雌 に放

て,班行方班にyf幹也妓せるものと,止に包装YJc'全にせるものとの比較鈴虫を行ひ,これ等

の磯 がどの程庇吸渦 し,又 どの神威挺焚するかを位JWL.

1Ⅰ･ 試駐佳作並 に窯際保件 の考案

本邦蛙は先づ,10-50℃.10(1% 損庶中lt,前記憶兼を lSO畔仰放せ して,井の鍵化の赦構

t絵 し,･大に硝攻脚 を満iA,低温と紘Ef泌史学化を輿へつ tがW ILを行って見た

南方鳩に於ける菅野の見過 は,政市 40̀C附速と息はLL.FLつ泊皮も常rE100% あるもの

' El本領兼火一熊坂東甘jt妊M火燕工峯
1) hd n17dF:-,gCJlcm .rI306(19三泊)
℡)やダイナマイトの吸At.析石のT/1こ卑するは勿書取であり,本位,沖幹の〝妾も大いに之にAN怖す

らとJ!へねばTLら13 丸皮 25-3000.細班 65-SOh'に青い1る放射部JIのlk典は.木扮及河竹の吸血虎を
次の如く典-てIR古
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には非 ざ る も, 娘 遠期 Ⅶ及 捷Ju迄 の軒 脚 Nl等 を塵 芥 す れ ば,0 ケ 月戊 は そLL以 r-_･こ在 る もの

と考 - ざ る と特 た いか ら,大 舟 木 挟殺 技 陣 と同一, 戊 は相 好先 の'i俵女 茄 で は,こLt以Lの繋
位 件下 に在 る もの と.甲はT=けれ ば な らぬ.

鼓 に柵 安刺 さ集 で は ,祐 退座T に滋 時 IJJl放 故 さる ＼上 り も.誘 起 35℃ 以 上 ･既iA 30℃

以 T ) と安E:FL_iA妊筆 化 あ る場 合3Jq)方 が,著 し く迫 にE511と 川k柑g)が過 iけ ち もの で あ り,

従 って絹 -B地 の R々の気 泡襲 化 (･ 日中の最高 及丑 鵬 zR)に班 り, itの 剛 也は雀々促進 され

る称 にな る

111. 拭抜結果

* ¢ (1) 煉熊の加iA組 成蛸
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rl)刑nlm,J軸rの■GZIO 祢允 と′小袋にik谷 L lJ作付押せろ鎌 ′JフJIン仙 Tと1.ナ こ

のもの 古詩 をN-JLhJl'Mt/

'コ) e51nTTl,76gの典也 古林妃 と小袋J二人LL.日時IlBt砂の淡..'97†ンIPTlと1.十 二LrIも

1,62 をyl=大義 二枚8 粂廿 をバク7イン相打せ 乙挽.--Lr- ･̂甫11的t.

'3) _nt7tEn,45g の兼也 60 本 をよの且ポ1 -･粥に8(♯ナ

#拭Jll=何れ も･1'-/･酔 こ牧藩 (農il)せ る依tTE)たり (叫 】74kTf)

3) 前菜Lナ3三1℃ を#tW として鈷曲jRが切るゴ;､桝 書に辞tf即とを作ふ 【A CoLLre] 1llc)lul)lihc･

tllrL･Of■Itlr】cAddAE-a:(Hrェ'.tl (ZO'_I.1)I.軒0,ュIelJo, Znorgn王cA'LdThpontlcllChem(書LrJr･.
851こ11≠･らJF-kだ.〇eeC li上火は以下の班 こ長 らく汝tEすら坤は,一皿糾化 したものtPr,e･く1_ち

省でもa士.瀬 こl三脚 +_･硯A Jf也 らJb.(前のと.くJZ(+.･巧たちLのを.35-′芳'C l-さilナ何Jrl■して.夷it ST'TC と'_.rたちも 失禁 IhJの如 く4､･} しま･し畔 のpfr.J_:,この書Idn 二■伴がム ･軌 L鼓iL

と何に故 もものではない (尤 も水分のRJEに伐 q.東に逆に粥Jkの血行すら市はか らる L) ことが 半天

Jld)始点七･ち市島 二m され る

軒安のPJ化防止方法に放ては.村rz軒先C)上TFしくB じZEいが,JRtlの小糊 鼓を兼FTに仙 114く吐.i

に有って..I.q とrZ･心としての血JE上下 を的東も7='け着けも妊 一 jL札JEの上下土:あってt.そ乃iLFr.Iと
牡少l:留Alる蛾に努めることが.糾化の抄止 二年甘 二役立つJrthALナろ必生があら.
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(I) (2) (2) (a) 魚 苗 丑 貸

4一 6 Bliとナ

6- 9 Jtに切化す 開化ナ 良化ナ 伽化す

9-1e rltEF促す 空に町促す Fに切化ナ

1三一-16 石の白くBHとナ ノ ′ 石の如 く吋イとナ

Ⅰ8以上 そIO)如 く地化す 石の如 くBlイとナ LttJatlr止)
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i上 目 変色を小袋に入Ll.Jl'クツイ/拶tTせろ捜.大袋に牧水 してJl'タフイy扮げせるものを.J!に

大袋に入れて三正,.'9フィン扮tlせももの

2) 上陀よJ)Xに抄出を先生l=ナろ銘.淡色をJIク?イン掛 Tせる伐坪力衷qlqrlC牧帝. trq)

合せIの令せ旬PFはナーylこて完全に日荘 lJせ p

3) 史に (2)より㌫三女に防瓜するiS.蕪色をバクタイ/tBUt之を小袋L=牧寄してバク?イン

提げせるZi.扶カサ小 こ入れ患者.せせ日は耗ナー7'にて充分に魯きたるものを′モクフィ

ン壬Bげせ 9

本洪盆はlIJ九 も大東墳庶 (40-_q好)下に於て行 ひね り (招 17 2 薄行 )

* 巧 (3) 硝安は難.加道貯抑 扱

きt没年Jl 昭 17 2

供 就 pTt 2班府安城 (Ĵ集時に於ける集注 31.oC及 20'Cの 25tに史 書行 ひたる もの

が,同着共同持鼎を11Jた り)

色数方比 類 包を小娘 に入れパ ラフィ ン梯 げせ る もの を現 ))雌 に入れ n弓差りせ る後,大袋に

収容 LJl'1-/フィン糾げせ り.

貯群小の】道産 (40-65Xl
貯 # LI Ji 2 .5 D. 11 18 25 LIS

】牧 花 組 皮 486℃ 175 47 47 48. 45 49

此 奴 ia 庶 30cc 32 21 30 3】 31

碓 化 の 秋沢 Jn Bl化せ少 EO】 孟 拭1tナ rpJ太 東に凹牝 rq 左
祉 上故中 r厨化ナjと祈引よ,狼Gr即 t.せろも相Bfにて*掛 こ,Lグシ柑るtE政の政吉とTLりたる

ものにして,rFに剛 tlと怒らは之よm 裁分疎 く1LA)たる規Ltにして,奇骨の仲人と盛ナ

丈1二田i出 場45は.r石の如く同化ナJと在る援史の托壬とたち.(唱位の妖花I王何れも加九il

筏 gPも秦Zaの可成 p76い上せの赦Zfを示す).

4)本式Jkの打東方･ら'iXもに Rむせるものが.これ丈のiI力に任下した上背へ引土不Tでba それは

含水の鐘の紳 tを 10.g とした瓜 か 六分の多いものでlf,火発の托tがそLt･丈■少ナat･らである 加

iLに伐って敬Aしたものを.幹ilしたSt行ひたろ虫T3ZtJLの付点は

垂 壬暮 8l + I打Z8 4

横大t2 399cc 303cc 329cc

と1}ち,4i心 象共Zz7九由と伽 -の地 神 らLL七 井取使用lこ書ってIt. 何食する火難の托土に邑iAの

LE何1こ拘ち-r一定で3,る･_･ら.吸鼓に俵もヰカの焦下に大 した事l三-_いと王はLt･る･鼓し-_がらfT〆イ･fl4

の扶ILtのu.監軌 こ依って舌しく完全4蛍が餌牡とILも三一ら,帝王･ろ4蕪の8溢 したものS=任用する恥

l･Jf.抑昔のJIカ飲下を叫 せ11ば11らぬ･
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Iy. 託旋括果 よ ()の考察

本決娘の結果より絶景するに,滞方rEu-,モtI集の包滋方法としてtt.夫の如 く改める&L羊あ

りと思はれる

(11 律ダイナマイト,現行方法に映 り包袋せるものにyJ'換包装と推すこと･例-ば,現行方

法に班る耗頚を,ノ､トt,ン掛 こ包みパラフィン提げをたす

L2) 飼ダイナ7イ ト 現行方法に絞 り包装せるものを,史に一･rgl防ia包盤するとと 況へば･

卿 ナ方法に供る統商を,- トロン灰に包み/1ラフイン揚げをなす

瓶はn安系粉状畑難.相にm-#柑発に在 りては,包炎 をjntpIに!''u流 とするも,剛 とは避 け11J

ざる曲なれば,この枚僻 は放8:のところ捕方向としては不退官と恩riれる

附 fa

(u ダイナマイトt加温することに映って, どの税政に合11-y/0丑が琴化するかを 本所

Bに於て同舟 こ投 した その相見 8.潤 状篠 (包哉晶)では.-92にEl髄されるよりも..TI/Gr

の洩iは薮に岱少なろうほ 痛め柑九 即ち

y/O藍 … 憲 イト W i孟子 'r

(2) 繍安5'ィナマイトに放て,木次投と同一任件Tに於で加速組 と行ひたる虚,*思せる

如く机官に間化し,絹方向爆集として比矢張 り不頭首たる群を掠め柑九

珊IjEダイナマイ ト加混純良成統

合 水 分 Jl的 何 句牡転暮 C御 大(
(ctL)

爪音′- -- 1浩 .,(子㌫ 訊 怒 らも ｣ 左 ｣ 望 望 ｣ 空 し ′-
FtLれMt tl4B k.16LlllrTZbAdLJt▲tllbA6LJDArlhdLtL

･jL 行 也 針 農学秘 事色甘色LH州 oJI 101 1445 1･川 5 74 40 - e8空

包82掛 炎色竣色し町々川 . 0.69 ' 15一心 ′ 60 , 即仕ナ

始 期 旬 貯ノ[誓書冨芸&L謹 警:こ町 t40-.･

托 1)野 mlrl.76LrQ)弟包5本妃を小Aに入れ.I(体LJBlクの牡-ク?イン祖tTをIfL耗市に壮

容ナ

2)J=WL.耗萌 とハトBン披Lこ包み,バク7インiBqせももの.

4･)日 内は九A耳Ji牡RJLt小袋の臥 lOEl叩甘九,甘iL下 (q 177)に汝tせるtのヽ

成ett表す


